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　国民健康保険

　高齢受給者証の更新・限度額適用証などの申請について

　現在お持ちの高齢受給者証、限度額適用・標準負担額減額認定証の期限が7月31日で切れます。

　高齢受給者証は70歳以上75歳未満の国民健康保険の被保険者に交付しており、保険証と一緒に医療機関に提

示してもらうものです。自己負担割合を判定し、8月1日から有効のものを7月末日までに郵送します。　

　7月31日までの限度額適用・標準負担額減額認定証を交付してある方には、申請のための案内の通知を7月上

旬に郵送しています。案内通知が届いていない方や、今まで認定証をお持ちでなかった方で、入院の予定があり、

高額療養費に該当すると思われる方は申請してください。なお、認定証の交付日は申請月の1日ですので、お気

を付けください。

※「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは

　入院時の医療費の自己負担が高額になった時、「限度額適用・標準負担額

減額認定証」を申請し、交付された認定証を医療機関に提示すれば、医療

機関の窓口での支払いが自己負担限度額までとなります。高齢受給者証

をお持ちの方で、低所得（同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税

非課税）の方のみ認定証が交付できます。ただし、保険税を滞納している

と交付できません。

◆照会先　国保年金課保険係（緯23-6719　姉23-7739）
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